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希少性(出現頻度)解説

★★★★★：1年に1回以下

★★★★：1年に2-3回

★★★：1年に5-10回

★★：1年に10-20回

★：1年に20-50回

☆：1年に51回以上

オーストリア皇后 エリザベート
（Empress Elisabeth of Austria）

在位：1854年4月24日 - 1898年9月10日
生没：1837年12月24日 ｰ 1898年9月10日（60歳没）

美しくも数奇な人生を送ったエリザベート。
彼女の半生は1992年にオペラ化され、1996年からは宝塚歌劇団
での公演が始まった。



帝国を60年統治した不死鳥ヨーゼフと、ヨーロッパ一の美女と呼ばれた妻【シシィ】の愛の結晶
オーストリア 1908年 雲上の女神 100コロナ金貨 PF62
【発行枚数】16,000枚（PF加工は1000枚程度か）【サイズ】37.00mm/33.67ｇ
【希少性】★★★☆ご案内価格】 6,990,000円（税込） ＊2024年3月下旬入荷予定＊

フランツ・ヨーゼフ1世（Franz Joseph I）
在位：1848年12月2日 – 1916年11月21日
生没：1830年8月18日 – 1916年11月21日（86歳没）

幼い頃はフランツィと呼ばれ、従妹のナポレオン2世には「泡立てたクリームの載ったストロベリー・アイスク
リーム」と表現される程周囲に大変可愛がられて育つ。
ただ一人、母親のゾフィーは将来皇帝として大きな期待をかけていた為、弟のマクシミリアン（後のメキシコ皇
帝、当時はマックスと呼ばれていた）と差別するかの如くフランツィを厳しく育てた。

18歳の若さでオーストリア皇帝に即位。
23歳の時に開かれた晩餐会で後の妻・エリザベートに一目惚れ。他の女性とは一切会話をせず、彼女に夢中で
あったという。尚晩餐会というのは名目で、実際は母ゾフィーがバイエルン公ルドヴィカ（エリザベートの姉）
と見合いをさせる為に開かれた会であった。

エリザベート・フォン・エスターライヒ （Elisabeth von Österreich）
在位：1854年4月24日 - 1898年9月10日
出生：1837年12月24日 - 1898年9月10日（60歳没）

シシィの愛称で呼ばれたエリザベート。バイエルン王家の出身であったが王位継承権から遠かった為幼いころか
ら乗馬や狩りなど自由な暮らしをしてきた。
23歳の時に宮廷晩餐会で皇帝フランツ・ヨーゼフに見初められた翌日から、彼女の生活は妃になる為の教育が中
心となってしまった。
自由主義の彼女には耐えがたい物だったのか、様々な口実を作りしばしば宮殿から抜け出したのであった。

日本では宝塚歌劇団が題材にするなど知名度の高い人物である。

オークション落札実績
（落札価格/日本円落札価格+手数料+輸入消費税）
2023.11 日本＠5,760,000円（PF62CAM）
鑑定枚数表



裏面：1898年にレマン湖のほとりで暗殺されたエリーザベト
死後雲の上から国民と夫フランツィを見守っている事から、「愛の金貨」「雲上の女神（Lady In The 
Cloud）」とも呼ばれている。
DVODECM LVSTRIS GLORIOSE PERACTIS(12回の大祓いの後の完全なる栄光)

表面：皇帝フランツ・ヨーゼフの肖像
FRANC IOS I D G IMP AVSTR REX BOH GAL ILL ETC ET AP REX HVNG
（フランツ・ヨーゼフ オーストリア皇帝、ボヘミア王、イリュア及びハンガリーの使徒）

（左）映画「エリザベート1878」では彼女の人間的
な部分を描いている
（右）ハンガリー王妃戴冠時の写真（30歳）

ヨーロッパ一の美女と言われたエリザベートであっ
たが、体重43kg、ウエスト51cmという驚異的にス
リムな体形を維持する為に過酷なダイエットを繰り
返していた。

（左）Netflix「皇妃エリザベート」に登場するフラ
ンツ
（右）21歳の頃のフランツ



地中海制服を目論んだナポリ国王
イタリア 1266-85年 カルロ1世 サリュートドール金貨 MS66
【発行枚数】不明【サイズ】22.00mm/4.39ｇ【希少性】★★★★ 
【ご案内価格】2,950,000 円（税込）

表面：受胎告知（大天使ガブリエルがマリアに懐妊を告げる構図）
KAROL‘. DEI. GRA. IERL’M. SICILIE. REX（神の恩寵によるカルロ、シチリアとエルサレムの王）
裏面：カルロ1世の紋章
AVE. GRACIA. PLENA. DOMINVS. TECVM
（恵みに満ちたマリア様が主とずっと共におられますように）

オークション落札実績
（落札価格/日本円落札価格+手数料+輸入消費税）
2018/8 アメリカ＠$8,000/1,530,000円（MS65）
鑑定枚数表

カルロ1世（Carlo I d‘Angiò）
在位：1266年1月6日 - 1285年1月7日
生没：1227年3月21日 ｰ 1285年1月7日
（58歳没）

フランスの貴族アンジュー家の祖であり、獅子王
とよばれたルイ8世の息子。
兄と共に十字軍としてエジプトやチュニジア遠征
に参加するなど数々の戦闘で活躍した。

ナポリ国王、シチリア国王に即位したのちにエル
サレムの地を手に入れたカルロ1世の最終目標は
コンスタンティノープル並びに東ローマ帝国の支
配し、地中海帝国を県立させる事であった。

760年前の金貨でMS66という考えられないほど
状態の良い1枚。
裸でも出回る事は少なく、希少性も抜群。

受胎告知（Annunciation）
新約聖書に書かれているエピソードの一つ。
処女である聖マリアのもとに大天使ガブリエ
ルが舞い降り、キリストを妊娠した事を伝え
それを受け入れる場面。

受胎告知/レオナルド・ダ・ヴィンチ（1472年頃）

カルロ1世の戴冠式（1266年）



「ナポレオン・ボナパルトの弟」では終わらなかったオランダ王
オランダ 1809年 ルイ・ボナパルト ダカット金貨 MS65
【発行枚数】不明【サイズ】19.00mm/3.4ｇ【希少性】★★★★
【ご案内価格】 940,000円（税込）

表面：ヴィクトリア女王の肖像 VICTORIA QUEEN 1841（女王ヴィクトリア 1841年）
首元にW.W（デザイナー ウィリアム・ワイオンのイニシャル） 
裏面：インドの象徴であるライオンとヤシの木
 EAST INDIA COMPANY（東インド会社）ONE MOHUR（1モハール）

オークション落札実績
（落札価格/日本円落札価格+手数料+輸入消費税）
2022.5 アメリカ＠#3,000/500,000円（MS64）
鑑定枚数表

ルイ・ボナパルト（Louis Bonaparte）
在位：1806年6月5日 - 1810年7月1
制没：1778年9月2日 - 1846年7月25日（67歳
没）

かのフランス皇帝ナポレオン・ボナパルトの弟。
フランス帝国国民軍総司令官、並びにホラント王
国国王。

兄の力で対英国の最も重要な拠点としてホラント
（オランダ）王国の国王に即位したルイ・ボナパ
ルト。
即位当初は兄の傀儡かと思われていたが、ホラン
ト王国内の政治や経済復興にも積極的に参加した。

フランスのフリーメイソンにおいて副グランドマ
スターの職にも就いた人物。

（左）ルイ・ボナパルト
（右）妻オルタンス・ド・ボアルネ
（下）ナポレオン3世（ルイ・ナポレオン）

兄ナポレオン・ボナパルトの妻ジョゼフィーヌの妹、オルタン
スと結婚したルイ。
寡黙な性格のルイと陽気なオルタンスは反りが合わず、結婚生
活は8年で終了した。

後のフランス大統領であるルイ・ナポレオンは彼らの子供であ
り、離婚後はオルタンスが育てた。



表面：フランクフルト都市景観
手前にはフランクフルトの象徴であるマイン川を行き来する船
左側にバルトロメウス大聖堂、右側にはアルテ・ブリュッケと呼ばれる橋
裏面：月桂冠に包まれた文章
AUS DENGEFÆSEN DER KIRCHEN UND BURGER DER STADT FRANCKFURT 1796
（フランクフルト市民は船、教会と共に 1796年）

オークション落札実績
（落札価格/日本円落札価格+手数料+輸入消費税）
2021年 ドイツ＠EUR4,000/830,000円（未鑑定状態悪し）
鑑定枚数表

神聖ローマ帝国の中心として発展した自由都市
ドイツ 1796年 フランクフルト 都市景観 ダカット金貨 MS63+
【発行枚数】不明【サイズ】29.00mm/7.13g【希少性】★★★
【ご案内価格】2,640,000円（税込）

フランクフルト・アム・マイン（ Frankfurt am Main ）
ドイツ中部に位置するヘッセン州の都市。フランクフルトの名が初めて文献に登場するのが
790年頃、それ以来神聖ローマ帝国の経済・文化の中心地であった。
選挙や皇帝の戴冠式などが行われた事から帝国自由都市として発展を続けた。

フランクフルト・アム・マインとは「マイン川沿いのフランクフルト」という意味であり、ブランデンブルクに存在
するフランクフルトと区別する時に呼ばれる。（こちらはフランクフルト・アン・デア・オーダー、「オーダー川沿
いのフランクフルト」という意味である）

現在も存在する歴史的建造物を描いたダカット金貨。

（左）バルトロメウス大聖堂
選挙や皇帝の戴冠式が行われた事から「カイザー・ドーム
」と呼ばれる。
高さ95mの赤茶色の大聖堂の上からはフランクフルトの旧
市街が見渡す事が出来る。

（右）17世紀頃のアルテ・ブリュッケ
アルテ・ブリュッケとは直訳すると「古い橋」という事に
なり、戦争や火事で破壊と補修が繰り返されている。

2つともフランクフルトの経済、文化の象徴として神聖ロ
ーマ帝国の時代から人々に愛されている。



軍人にして革命家、そしてフランス皇帝まで上り詰め歴史に名を残した男
フランス 1811年 ナポレオン・ボナパルト/マリア・ルイーザ ナポレオン2世 生誕記念 金メダル 裸
【発行枚数】不明【サイズ】40.00mm/62.67ｇ【希少性】★★★★★
【ご案内価格】 3,250,000円（税込）

表面：フランス皇帝ナポレオン・ボナパルトと妻・マリア・ルイーザの肖像
ナポレオンの首元にANDRIEU F.（19世紀にフランスで活躍した彫刻家）の名

裏面：ナポレオン2世の肖像
NAPOLEON FRANÇOIS JOSEPH
（ナポレオン・フランソワ・シャルル・ジョゼフ【ナポレオン2世の全名】
CHARLES ROI DE ROME（ローマ王たるシャルル）
ANDRIEU F.（表面と同じく彫刻家の名) XX MARS MDCCCXI（1811年3月20日)

オークション落札実績
（落札価格/日本円落札価格+手数料+輸入消費税）なし
鑑定枚数表

ナポレオン・ボナパルト（Napoléon Bonaparte）
在位：1804年5月18日 - 1814年4月11日
生没：1769年8月15日 - 1821年5月5日（51歳没）

コルシカ島の貴族の家系に生まれ、フランス本土で革命政府の軍人となる。
多くの戦争に勝利し、フランス革命を成功させ歴史上最も有名な皇帝の1人となった。
2番目の妻であるマリア・ルイーザと念願の男児であるナポレオン2世を刻印した記念金メダル。
通常サイズよりも一回り大きいレアタイプのご案内。

ナポレオン2世マリア・ルイーザナポレオン・ボナパルト



スペインから独立した共和国の自由の象徴 
ペルー 1950年 女神座像 100ソル金貨 MS67
【発行枚数】1,176枚【サイズ】37.00mm/ 46.00ｇ 【希少性】★★★★★
【ご案内価格】 3,760,000円（税込） ＊2024年3月下旬入荷予定＊

表面： 女神座像 
CIEN SOLOS ORO GRS.42.1264 DE ORO FINO（100ソル 重量42.164グラム） LIBERTAD 1950（自由 1950年） 
裏面： ペルー共和国の国章（下部参照） 
PESOS : GRS. 46.8071 - REPUBLICA PERUANA - NUEVEDECIMOSFINO LIMA
（ペルー共和国 リマ造幣局発行）



スペインから独立した共和国の自由の象徴 
ペルー 1969年 女神座像 100ソル金貨 MS66
【発行枚数】540枚【サイズ】37.00mm/ 46.00ｇ 【希少性】★★★★
【ご案内価格】 2,010,000円（税込） ＊2024年3月下旬入荷予定＊

表面： 女神座像 
CIEN SOLOS ORO GRS.42.1264 DE ORO FINO（100ソル 重量42.164グラム） LIBERTAD 1969（自由 1969年） 
裏面： ペルー共和国の国章（下部参照） 
PESOS : GRS. 46.8071 - REPUBLICA PERUANA - NUEVEDECIMOSFINO LIMA
（ペルー共和国 リマ造幣局発行）
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